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「下北ジオパークをサポートする地域の人材の育成プロジェクト」より
北部海岸ジオサイト実地見学の様子（平成２９年９月３日撮影、関連記事８ページ）
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　弘前市の緑の相談所が主催する、市内巨木めぐりの半日ツアーに参加した。年配の参加者が
多かったが、神社などに植えられている巨木や珍しい種類の樹木を見学するツアーである。

　そのツアーのなかで、ある神社の「ハリギリ」を訪問した。神社のお堂の上を横切るように、枝を横
にも張って、その大きさそのものに圧倒されたが、その時の樹木医の言葉が印象に残っている。

　「今はこのように木に近づき、幹に触ることもできるが、とても大きい木ということで注目を集め、多
くの人が来て、根元が踏み固められてしまうことがおきると、柵を作ったりして、規制をかけなければな
らない。」

　少しの人数ならば樹木の生育に影響を与えないが、ある限度を超えるとその影響が出てくる。少
人数の場合影響がないということではなく、樹木の持っている回復力によって影響が出てこないと考
えるべきだろう。一人ひとりが根元を歩き回るのは決してダメージを与えていないのではなく、ダメージ
は与えるが回復力によってその影響が顕在化してこないということなのであろう。その回復力を超えて
ダメージを与えられると、影響が出てくる。

　これで思い出すのは、白神山地の中の津軽峠にあるマザーツリーと呼ばれるブナの巨木である。
10年以上前私の訪ねた時は、木の周りには何も無く、自由に歩き回ることができた。ネット上にアッ
プされている最近の写真を見ると、木に近づく道の両側にはロープが張ってあり、木のそばには木製
のテラスが作られており、ブナの根元を踏み固めないようになっている。樹齢400年といわれ、簡単に
近づくことができ、多くの人が来るので、保護をする必要があり、そのような仕様になってしまったのだ
ろう。

　木の周りを歩く時、限度をここまでならダメージを与えないと見るのではなく、回復力の限界と捉
え、我 は々ダメージを与えていると認識すべきなのであろう。

回復力

2 3



　平成29年10月1日（日）と10月8日（日）の両日、青森学習センターと八戸サテライトスペースにて平成29
年度第2学期入学者のつどいが行われました。放送大学学歌演奏や学長挨拶のＤＶＤ上映、センター所長式辞、新
入生と在学生代表の挨拶、学友会会長祝辞、教職員紹介のほか、オリエンテーションや施設見学などを行いました。

（上）新入生挨拶。
（左下）客員教員挨拶。
専門分野やゼミ内容
等の説明がありまし
た。

（右下）放送大学の各
種資料を熱心に見る
新入生。

（上）新入生挨拶。
（左下）客員教員挨拶。
（右下）在学生代表者
から、歓迎の歌を一
曲披露していただき
ました。
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★平成29年度第１学期　卒業生の内訳
・青森SC　教養学部 計９名　　生活と福祉…2名／心理と教育…4名／社会と産業…1名／人間と文化…2名
・八戸SS　教養学部 計７名　　心理と教育…3名／社会と産業…2名／人間と文化…1名／自然と環境…1名

第４回放送大学青森学習センター学生表彰
　青森学習センター・八戸サテライトスペース所属学生の生涯学習に対する奨励を目的として、
平成26年度より「放送大学青森学習センター学生表彰」を行っています。
　今回は、青森学習センターの木村妙子さんが３つ目のコースを卒業されたことから、長年にわ
たり学業に励んだ功績を称え、所長から表彰状と図書券が授与されました。
　このたびはおめでとうございます。今後も飽くなき向学心で学業に励んでください！！
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業
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　平成29年10月1日（日）と10月8日（日）の両日、青森学習センターと八戸サテライトスペースにて平成29
年度第１学期学位記授与式が行われました。今回、教養学部卒業を迎えた学生方は、青森SC・八戸SSをあわせて
16名。式当日は出席者ひとりひとりに倉又所長から学位記が授与されました。
　卒業生の皆様、このたびはおめでとうございます︕︕
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「私を『大卒』にしてくれた放送大学、ありがとうございます！！」
青森学習センター　心理と教育コース　　安保　さゆり

　 四大卒コースに自然に乗るものと思っていた私。
　 14歳で病気。代わりに入ったのは大学「病院」。
　 後に大検取得。いずれ健康体になり大学生活を送るものと信じ…叶わないままに気がついたらもうアトがない！
　 東京の通信制大学に入学するも、スクーリングは連続６日間×２～３週。あまりの辛さに門前で中途挫折。
　 PC通信のみで卒業できる大学もあり惹かれたが学費が４年で450万ほどかかる。
　 放送大学の存在はずっと前から知っていたのに、ここにたどり着くまで長い歳月を要した。全県に学習センターがあり面接授業は
１単位２日間！魅力的な授業の数々！実に様々なことがあった４年間の中、無事卒業の日を迎えられ、ひたすら感謝の念で
いっぱいです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「何故なんだろうの興味」

青森学習センター　社会と産業コース　木村　妙子

「生活と福祉コース」、「心理と教育コース」を修了し今回、「社会と産業コース」も修了できました。今まで放送大学に在籍し
続けた理由は、私が理解できない事が教科書の内容として書かれている事です。例えば十分理解できたかどうかは疑問ですが
「韓国朝鮮の歴史」の選択には東アジア情勢を知れば理解できるかなという思いがありました。家事を疎かにして集中出来る時
間を与えてくれる家族には感謝し試験を受けています。

学友会の集いの会員は年齢に幅がありますが、皆の向かう方向が同じで心が通じ合い和み励まされます。もう少し頑張ってみ
ようと思いますので皆様よろしくお願いいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「人に支えてもらいながらの卒業」

八戸サテライトスペース　心理と教育コース　　髙畑　和子

私は、歴史と人の心理に興味があり、放送大学で学び始めました。当初は卒業が目標でした。学んでいく中、心理学の奥深
さを知り、認定心理士の資格を取りたいと思うようになりました。他県での面接授業にも出掛け、講師の方々から印刷教材では
分からない生の話を聞かせていただきました。また、志を同じくする仲間と有意義な時間を過ごすことが出来ました。

卒業まで、6年半という時間がかかりました。その間、試験前は一緒に試験勉強・面接授業時のレポート作成の手伝い等々
でたくさんの家族のサポートがありました。

学ぶ機会を与えてくれた家族に感謝しつつ、卒業出来た自分を褒めたいと思います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「放送大学のみなさん、また会う日まで」
八戸サテライトスペース　心理と教育コース　　續石　雅美

勉強の必要性を感じていた時、入試のいらない大学と知り即入学を決意。学習に前向きに取り組めなくなった時も多々ありま
した。面接授業で出会った仲間に刺激を受け、家族やサテライトの方々に励まされ、卒業までたどり着きました。今回は卒業を選
択しましたが、再入学の日にまたお会いしましょう。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「卒業！！」

八戸サテライトスペース　社会と産業コース　　大久保　京子

　 仕事、家事など忙しくて大変だなぁと思いましたが、あっという間の６年でした。
　 放送大学で学び、私自身は少しワンアップした様な気がします。有難うございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「子供とともに」

八戸サテライトスペース　人間と文化コース　　角田　　聡

　 子供には言って聞かせるより、勉強している父親の背中を見せてやろうと始めた放送大学。「大人なのに大学生なの？」「どうし
て大人になっても勉強するの？」と質問していた子供ももう６年生、一緒に卒業です。私の姿をしっかり見てくれたはず。こちらも見
せるつもりが、見られてることで頑張れたのかも。お互い刺激しあって成長している事に喜びを感じる学生生活でした。
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　八戸周辺の文化を後世に伝える博物館です。 考古・歴史・民俗・無形資
料の 4 つの常設展示室をめぐることで、 八戸の歩みを通観することができま
す。 また、 史跡根城の広場では、 南部氏が築城し領地替えになるまで約
300 年間居城とした城を復原した本丸跡を見学できます。 ボランティアガイ
ドさんによる案内つきで見学してきました。

　八戸市郊外にある是川縄文館は、 是川遺跡に隣接した施設で、 遺跡発掘
の成果と重要文化財となっている出土品を中心に展示してあります。 是川縄
文人の暮らしを再現したシアターのほか、 「縄文の美」 「縄文の謎」 国宝の土偶
を展示する 「国宝展示室」 などで構成されています。 こちらも、 ボランティアガイド
さんによる案内つきで見学してきました。
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